
 

 

幌平劇場・幌平山（７１９ⅿ） 
日  時 平成３０年３月３日      はれ 

参 加 者 CL藤木（た）藤木（晴）・山岸・澤田・西田（芳）・渡邊・石井・太田・八重樫・門馬 

 及川・西田（昌）・鈴木・小笠原・栗山・本野・光浪・鴫原・川村 計１９名 

記  録 ７：００幌別→９：００駐車場（オコタンぺ）→９：２５体操→９：４５出発→ 

 １１：００稜線→１１：１５頂上→１２：１０昼食・下山→１２：５０駐車場 

「黒竹山から幌平山へ変更」 

   １日、２日と吹き荒れた暴風雪は痛ましい人の命を奪った。 

   留寿都村の黒竹山は除雪が間に合わずたか子リーダーの計 

らいで支笏湖周辺の幌平山に変更となった。オコタンぺＰを 

少し進んで駐車。身支度を整え道路を横切って取りつきです。   

背の高い松林の自然林の中で体操。 

「北米・アラスカ？」 

  深く重たい雪！スキー班のトレースを交替しながら進むスノー 

シュー班。進むこと１時間、真っ白に雪の吹きついた大きなト

ドマツの合間に恵庭岳真っ白に。大きく迫り立ってその迫力に、

「日本ではない」と思ってしまった。 

「支笏湖」 

  稜線近く、振り返ると灰色に鋭く光った支笏湖は直ぐにも飛び 

  込めそうな目の前です。樽前山は雪雲に頭を隠し裾野が静か 

  に湖に流れ込む、モノトーンこの１枚の絵！！ 

「ハッピーバースデー」 

急な斜面を登り稜線に出る。尾根上は

なだらか。ダケカンバに沢山のテープ

が縛られて頂上です。 

 集合写真。リーダーの大きな声と共

に、手作りの横断幕「還暦・おめでとう」

石井さんの誕生日でした。おめでとう

ございます。３月３日ひなまつり生ま

れ、やっぱり女の子だったのだ？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

「幌平劇場」 

  舞台は稜線を降りて樹木の少ない緩斜面。スキー班の人達が降りて来た。木の合間に転んでいるの 

  は石井さん、深く重たい雪に「もがく」その上方に八重樫さん「もがく」レスキューに伺った太田 

  さんも足をとられ「もがく」、晴夫さんは幌平劇場と名付けて皆で見守ってしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                       

 スノーシュー班に２０分遅れてスキー班下山。山スキーデビューの門馬さん疲れた事と思います。 

これからですね！いいですね！ 

お別れの儀、雪の駐車場でハッピーバースデーを静かに合唱、心はほんのりとあたたかい。 

嵐の後の楽しい山行でした。リーダーに心から感謝です。 

皆さんに心から感謝です、有り難うございました。 

 

                                      記  川村 

  

 


